
Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

伝道一21世 紀の 教団の 使命

【第13回日本伝道協読会主題講演】

伝 道 一 21世紀の 教団の 使命

関　川　泰　寛

本講演 は
，
21世紀の 歩み をす で に は じめ て い る 日本 基督教団が ， 教 会の 伝道

に どの よ うな使命 と役割 を具体的に 果た し うる か を神学 と実践の 観 点か ら明 ら

か に しよ うとす る もの で す 。 教 団の 使命の 中に は ， 教 区や各個教会の 使命 もま

た含まれ る こ とを前提として い ます。 また
， 講演者自身の 伝道者 と して の 経験

や
，

そ の 経験 に基づ い た判断や 認識が
， 各テ

ー マ を論ずる にあた り， 背後 に は

ある こ と は言うまで もあ りませ ん％

1． 復活の 主 ご自身の命令 と しての 伝道

　伝道は
， 復活の 主ご 自身の 命令 と して 始 ま ります 。 復 活の 主 の 命令が なけれ

ば
， 教 会に 関 わる い か な る行為 も ， 伝道の よ うには見 え て も

， 実は 自己実現 の

一
形態で しか あ りませ ん 。 伝道が ， 復活 の 主 の 命令 で ある と認 識する こ とは

，

伝道そ の もの が ，
三 位

一
体の 神ご 自身の ご計画 で あ る と信 じる こ とに他 な りま

せ ん 。 そ うで あ る な ら ， 伝道は
， 本質的に ，

三 位
一

体の 神 を礼 拝 し
，

三位一 体

の 神に 名に よ っ て 聖礼典 を執行 して い る教会 の あ らゆ る営み と関係 します。

　別 な言い 方 をすれ ば ，
三 位

一
体の 神の み を神 とする とい う態度 ， す なわ ち十

戒の 第
一 戒の キ リス ト教 的理解 こ そ ， 伝 道の 出発点で あ る と も言 え ます 。

パ ン

ネ ン ベ ル クは
，

「第
一

の 戒め は
，

キ リス ト教 にお い て は普遍 的 な伝道の 形 を と

っ て い る 。 そ れゆ え
， 他の 戒 め もこ の 光の 下 で と らえなお され る」

（2）と さえ言

い ます 。
こ の よ うな態度 を持 つ 神学者の 神学 に は

， 伝 道 の動機が 絶 えず 内包 さ

れ て い ます 。 例 えば
，

ジ ョ ン ・ノ ッ ク ス の 神学 は その 良い 例 で す暁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

　 マ タ イ福
．
音書28章 16節 以 下 に記 され た

， 復 活の 主 の 言葉 厂わた しは天 と地

の
一

切 の 権能を授 か っ て い る 。 だ か ら ， あ な たが た は行 っ て
， すべ て の 民 をわ

た しの 弟子 に しな さい … …」 は
， 伝道 の 本質を良 く表 して い ます。 使徒パ ウ ロ

は
， 同朋ユ ダヤ 人 の 伝道 に先立 っ て

， 異邦人伝道 に赴 きま した。 しか し
，

ロ ー

マ の 信徒へ の 手紙 11章が は っ き りと示 して い る よ うに ，
パ ウ ロ の 異邦 人伝 道の

背後 に は
， 同朋 へ の 福 音伝道の 強い 願 い が込め ら れ て い ます （ロ ー

マ 11 ：13

〜16）。
つ ま り， 「すべ て の 民 を弟 子 とす る」伝道は

， 教会の 伝道 の 視野 を常に

明確 に 定め ます 。 そ れ は全世 界へ と向け られ ます 。 同時 に
，

マ タ イ福音書28章

19節 が ， 「彼 らに 父 と子 と聖霊 の 名に よ っ て 洗礼 を授 け ， あな たが た に命 じて

おい た こ とをすべ て 守る ように教 えな さい 」 と記 して い る よ うに
， すべ て の 民

の 伝道は
，

三位
一

体 の 神の 名に よ る洗礼 と教 会の 教 え の 伝達 に関わ っ て い る こ

とも明示 され て い ます。

　良 く知 られて い る よ うに ，
マ タイ福音書 の こ の 箇所は

， 古代教 会の 洗礼定式

と三位 一 体 の 神へ の 信 仰告 白定式の 論拠 とな っ た ばか りで は な く， そ こ か ら形

成 され る教理 の 出発点の
一

つ となりました 。
こ の こ とは

， 伝道 と教会形 成の 密

接 な関係が
， 古代教 会 よ り存在 して い た こ とを推 論 させ ます 。 事実 ， 2 世紀の

使徒教父 や 弁証 家か ら始 ま り，
4 世紀の ア タナ シ オス

，
バ シ レ イオズ 4）

， そ し

て ベ ー
ダが記す 7 世紀の 教皇 ボ ニ フ ァ テ イ ウ ス の 書簡に至 る まで

， 新 しい 伝道

地で の 信 仰 と宣教 の 内容 は
， 三 位 一

体の 神 の 名に よ っ て
， 諸霊 と悪魔の 捕虜の

束縛 か らの 解 放 を訴 え る もの とな っ て い ます。
ベ ー

ダが 記録 して い る
， 教皇 ボ

ニ フ ァ テ ィ オ ス の イギ リス 王 エ ドゥ イ ン 宛書簡か ら引用 して み ま し ょ う。

　 厂説教 者の 言葉 と
， 彼 らが 説 く神の 福音 の 言葉 をお受けな さい

。 非常 に

度 々 申 しま した よ うに
， 全能の 父 で あ る神， その 子で あ る イエ ス ・キ リス

ト
， 聖霊 ， 並び に分離 され ない 三位 の 中に 信 じる よ うに 。 悪魔の 心 を駆逐

し，毒 と瞞着に 満 ちた敵の 扇動 をあ な たが た か ら追い 払 い
， 水 と聖霊 に よ

っ て あ な た が た の 信 じた神 へ と再生 し， 永遠 の 栄光の 輝 きの 中に ， 神の 援

け 給 う博 愛 に よ っ て あな たが た が共に 住む こ とが で きます よ うに 」
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伝道
一21世紀の 教 団の 使命

　伝道は
， 教会か らの 命令で も， 教団か らの 命令で もな く， 復活の 主がわ た し

た ちに直接 に命 じ られ る こ とで す。 主 イエ ス ・キ リス トは
，

わた したち に罪 の

赦 しを与 え
，

ご 自分の 生命 に結びつ け ， その 喜び を伝え ざる をえない 促 しをわ

た したち信仰者の 内 に 引き起 こ し ます。 使徒パ ウ ロ は
，

ガ ラ テ ヤ の 信徒へ の 手

紙 1 章16節以下 で
， 「御子 をわた しに 示 して

，
その 福音 を異邦人に 告 げ知 らせ

る よ うに され た とき ，
わ た しは

， す ぐ血 肉に 相談す る よ うなこ とは せ ず … … 」

と語 っ て い ます 。 さ らに ， 使徒言行録22章21節で も異邦人 伝道 の 出発 点 を
，

「す る と
， 主は言われ ま した。 『行け。 わた しが あ なた を遠 く異邦人の た め に 遣

わす の だ』」 と叙述 します 。 復活の 主 イエ ス ・キ リス トと父 なる神 ， 聖霊 が
一

つ で ある ゆ えに ， 伝道に よ っ て 立て られ た教会 もまた一 つ なの で す。 キ プ リア

ヌ ス は ， 紀元 250年以 降 の ロ ー マ 帝 国 に よ る 国家的 ， 組織的迫 害の 嵐 の 中 で
，

教会 に つ い て 次の よ うに書い て い ます 。

　 「主の 光 に 照 らされ て い る教会 もまた ， 全世 界にその 光 を輝かせ て い る

が
，

そ れ は あ まね く降 り注 ぐ
一

つ の 光で あ っ て ， そ の 光 の
一

致は分か た れ

て い な い
。 教 会は全 世界 に そ の 枝を豊か に広げ伸 ば して い る。 教会 は満々

た る流 れ を 注ぎ出 して い る 。 そ れに もか か わ らず ，
そ の 源は

一 つ で あ る 。

教会 は豊か な実 りを産み 続ける 一 人の 母 で あ る… … 」
〔6）

　キプ リア ヌ ス が 「教会の 外 に は 救い は な い 」 とい うと き， そ れ は教 会が
， 排

他的に 自己保身をは か る ためで は な く， 救済の 確信が
，

キ リス トへ の 信仰 に あ

る ゆ えなの で す 。 だ か ら こ そ ， 教会 の 一致 と伝道が
， 教会の 使命 と して 自覚さ

れ ま した 。 古代か ら古代末期 に ， 教 会が 「全世界に そ の 枝 を豊か に 広 げ伸 ば し

た」歴史的事実は ， 世界の 至 る とこ ろ に 見出す こ とが で き ます 。 例 えば ， 大 ブ

リテ ン 島 を横 断すれ ば
， 北か らの コ ロ ン バ

，
エ イ ダ ン の 足跡 を ，

ア イオ ナか ら

北 海 に面 する ノ ー サ ン ブ リア の ホ
ー

リ
ー ・ア イ ラ ン ドに ， さ らに は カ ン タベ リ

ー の 大伽藍 を見上 げる場所 に今 も残 る
，

ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス の 修道院跡 に伝 道 の

エ ネル ギ
ー の 集約 を確認 で きる の で す。
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　時代 は ， 変化 して い ますが ， 教 団に属する諸教会 もまた
，

一
つ な る主 の 教 会 ，

母 な る教会の 恵 み に与 りなが ら
， 主の 伝道命令を どれ ほ ど真剣 に 聞 くか を今問

われ て い ます。 その 真剣さ を保ちな が ら
， 伝 道の 神学的根拠 を共 有す る と と も

に
， 実践 す る伝 道主体 を確立 す る こ とが ， 大きな課題 となるで し ょ う。

　真の 伝道の 主体が キ リス トご 自身で ある とい うこ とは
，

わ た した ち の 主 体性

を減 じる もの で は あ りませ ん
。

い や
，

む しろ
，

キ リス トが
， 父 ， 子 ， 聖霊 な る

三 位
一

体の 神の 交 わ りの 中か ら
，

わ た したち に伝道 を命 じて お られ る ゆ えに ，

その 交わ りの 中に招 き入 れ られ て い る教会が ， 歴史 とい う経綸 の 場で
， 積極的

な伝道 主体の 確立 をめ ざす こ とが今求め られ て い ます 。
こ の 点で は

， 教 団の 諸

教 会の 伝道の 課題は
， 過 去の 教会が 与え られ た 課題 と何 ら相違す る と こ ろ はあ

りませ ん 。

　大 きな課題 は
，

三 位
一

体の 神の 主体性 と可視 的教会の 主体性 の 関 係の 問題 で

す 。
rrJ視的教会の 伝道主体は

， それ 自体で は 成立 す る こ と も， 主体 として の 固

有 の 意義 も持 ち ませ ん
。 三 位

一
体 の 神 とい う伝道 主体 に よ っ て 根拠づ け られ

，

保持 され る とこ ろ に
， 可視的教 会の 伝道主体の 固有性 が 存在 し ます 。

2． 日本基督教団に お ける伝道主体の確立

　伝道は
， 主の 直接命令 で ある ゆ えに ， 主 の み もとか ら来 る聖霊の 導 きと助 け

に よ っ て 進展 し ます 。 「霊 の 結ぶ 実が愛で あ り， 喜び
， 平和 ， 寛容 ， 親切 ， 善

意 ， 誠 実， 柔和 ， 節 制」 （ガ ラ テ ヤ 5 ・22 ）で あ る な ら ， 伝道 もまた
，

こ れ ら

の 果実 を刈 り取 る こ とが ゆ る され て い ます 。 伝道が
， 聖霊 の わ ざで あ る な ら ，

伝道の 成果 は
，

わ た した ちを媒介 とす る も
，

わ た した ちの 功 績で は あ りませ ん
。

しか し， だ か ら こ そ ， 伝道に は
， 私自身や教 会 自身の 達 成感 とは ま っ た く異 な

る
， 喜 び や平和 が あ ります 。

　こ の よ うな喜 び や 平和 の ない 伝道は
， 聖霊 の 信仰 とは無縁 の もの だ と言え ま

す 。 た とえ ， 苦難 や 艱難 に 直面 す る 伝道で あ っ て も
，

主 の ご 命令 の 遂 行 に は ，

喜び と平和 が伴 い ます 。 復 活 の 主 の ご命令 に基づ く， 喜 びの 伝道 の 実践が
， 伝

道 の 主体 を形作 る の で す 。 なぜ な ら
， 復活 の 主 は

， 伝道 を命 じられ る と ともに
，
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伝道 に よ っ て 生み 出 され た小 さな群れ 中 に ともにい て くだ さるか らで す 。
二 人 ，

または三 人が主の 名に よ っ て 集まる とこ ろ に
， 復活の主 は い て 下 さい ます （マ

タ イ18 ：20）。 伝道 の 主体 は
， 復 活 の 主の 現臨 を強 く意識 し ， 信 じる とこ ろ に

成立 します 。

　日本基督教 団 に あっ て は
， 伝道 主体は い くつ か の レベ ル で 考 え る こ とが で き

るで し ょ う 。 第
一

に
， 伝 道す る教 師をた て る教団 自身が 主体 とな ります 。 教 団

は
， 教師検定 を通 して ，

三位
一
体の 神 へ の 信仰告白を規範 とする こ とを誓約 す

る 教師 をた て ます 。
こ の 場合 ， 日本基督教団信仰告白を誓約する こ とが 必要に

な りますが
， 同時に教会の 法に則 して の 誓約 は

， 信仰告白が 持つ 規範性 の 内容

を
， 信仰告白の 歴 史的遺産に 即 して 内容的 に も問 うとい う作業 に まで 展 開 し ま

す
（7b

換言す れ ば
， 教 師検定 に お け る信仰告白の 規範性の 問題は ， 教団にお け

る職制の 問題に まで拡大せ ざる を得ませ ん 。
こ の こ との 認識が共有 され ない と ，

伝道主体 と して の 教 団は
， 十分確立 し うる とは 言えない で しょ う。 さらに は ま

た ， 教師の 戒規の 執行 を
， 信仰 と倫 理 の 規範 に 基づ い て 正 し く行い うる か

，
さ

ら に は マ タイ福 音書18章15〜20節以下 に よ っ て
， 過 ち を犯 した 教 師 を悔 い 改

め へ と導 く制度 を教会が どの よ うに共有 して い る かが ， 伝道主体 となる教会 に

は ， 常 に問 われ ます。

　教 師の 検定 に お ける信仰告 白へ の 誓約 と洗礼式に お ける信 仰告白の 使用 の 問

題 は
， 必 ず し も同

一 で はあ りませ ん 。 例 えば ，
ス コ ッ トラ ン ド教 会で は ， 教師

の 按手 に際 して は
，

ウ エ ス トミ ン ス ター信 仰告白へ の 誓約 を求 め られ ますが ，

洗礼式で は
， 使徒信 条が 朗読 されて か ら ， 授洗が な され ます

（8）
。 した が っ て

，

日本基督教 団信 仰告 白が ， 礼拝や 洗礼 の 際 に 使用 され て い ない か ら とい っ て ，

必ず しも ， 信仰告白の拘束性が ない が しろ に され て い る とい う結論 に は 至 りま

せ ん 。 反対に
，

い か に丁寧 に教 団信 仰告白が学 ばれ
， 礼拝 に お い て 使用 され て

い よ うと も ， 教 師をた て る 際 に
， 教 団信仰告白が拘束力あ る もの として教団 に

お い て 受容 さ れ て い な い な ら
， 信仰告 白の 規範性 は

， きわ め て 不充分 な形 で
，

考慮 され て い る に す ぎない と言わ ざる を えな い で し ょ う。

　 第 二 の 伝道主体 は
， 教 区で す 。 日本基督教団教憲 6 条に よ れ ば

， 「教 区 は本
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教 団所 属教会 の 地域 的共同体で あ っ て
， 教区総会 を もっ て その 最高の 政 治機関

とす る」 とあ ります 。 換言す れ ば
， 日本 基督教 団で は ，教 区は 教会性 を持た な

い とい うこ とに な ります。 しか し
， 教区も

， 各個教 会の 伝道推進力 を側面 か ら

強化 ， 支援する とい う意味で
， 主体 とな りえ ます。 た だ

，
こ の 主体は

， 各個教

会の 伝道 を指示 した り， 方向づ けた りす る もの とは な りえな い はず で す 。 なぜ

な ら
， 教会性 を もた ない と自己 限定 して い る共同体が ， 文字通 り， 教会 とい う

共 同体 の 伝道 を十全 な意味で 理解 し ， 包括す る こ とは不 可能だ か らです 。
こ の

意味 で
， 伝道に お ける教 区の 主体性 は

，
限定 され た もの で す。

　 わ た し自身の 開拓伝道で の 経験 をお話 しま し ょ う。 仙台市北 部泉 区で 仙 台東

六 番丁教 会を親教 会 と して ， 泉 高森 伝道所 は
， 1990年 4 月 1 日よ り伝道 を始

め ま した 。 や が て
， 親教 会か ら独 立 して

， 東北教区の 伝 道所 とな り， さ らに規

定の 教会員数 と予算 を満た した た め に
， 教会規則 を定 め て

， 第二 種教会 とな る

申請 を しま した 。 問題 は
， 教 区 を通 して

， 各個 教会 の 規則 を教団 に提 出す る段

に な っ て
， 各個教 会の 規則 と教 団規則の 整合性 の 問 題が生 じま した暁 教 区の

常置委員会で は ， 問題の 所在が ま っ た くわ か らず ，
二 種教会に な ろ う と して い

る ， つ ま り伝道 を行 っ て きた
，

わ た した ちの 教会の 信仰 へ の 反発が人間的な仕

方で
，

公 然 と表明 され ま した 。
こ の 経験 は

， 教会形成 に 関す る神学的
一

致 の な

い とこ ろ で 行 な わ れ る 教 区の 態度 は
， か え っ て 各個教会 の 主 体性 を減 じ

， 完成

へ と至 らせ る道 筋 を持 た な い とい う認識をわた しに もた らしたの で す 。

　第三 の 主 体 は
， 各個 教 会で す 。 各個教 会は

， 伝道 す る信 徒 その もの を生 み 出

し ます 。 そ して ， 各地域 の 伝道 に 直接 関与す る こ とが 起 こ ります 。 21世 紀 の 教

団の 使命 は
，

こ の 各個 教 会 の 伝道力 を十分 に 引 き出 し
， 支 え る方途 を準備 し ，

具体 化す る こ とに あ りまし ょ う。 そ の ため に は
， 教 団の

一
種の 「ビ ュ

ー
ロ ク ラ

シ ー
」 を最小 限 に 留め

， 各個教会の 自由 な伝道活動 の 余地 を な る べ く多 く残 す

こ とが 大切 で あ る と思 い ます 。 教 師 の 謝儀保証 ， 教 区セ ン タ ー
の 維持 な ど一 見

伝道 と結び つ くよ うに 見え る諸 策が ， 各個教会 の 伝道力 を経済的 に奪うこ とに

な っ て い ない の か真剣 に 吟味する こ とが求め られ ます 。 さ らに
， 伝道 は ，教 派

の 神学的遺産 固有 の エ ネル ギ ー をな るべ く豊か に 引 き出す こ とに よ っ て 可能 に
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な る場 合が 少な くありませ ん 。 なぜ な ら， 歴 史的 に見 て ， プロ テ ス タ ン ト諸教

派 は
， 信 仰 ， 職制 ， 正典 とい う三つ の 次元が 良 く組み合 わさ れ て

，
立体的で 可

視的 な教会の 存在 を形作 っ て きま した。
こ の 教派的伝統の 「か た ち」か ら

， 最

大の 伝道エ ネル ギ ー が出 る の で す 。 こ の エ ネル ギー は
， 信仰告白 ， 正典 ， 職制

が 有 機的 な結 び つ きを もっ て い る と きに ， もっ と も集 約 的 に導 き出 さ れ ます 。

こ の エ ネル ギー は
，

一
時的に 「聖霊運動」の 形で 噴出 して も

， 継続 され て い き

ませ ん 。
エ ネル ギ ー の 継続 的保持が ， 日本の よ うな土地 の 伝道に は 不可 欠なの

で す 。 か つ て
， 教 団が行 な っ た

， 伝道 圏伝道 の如 きもの は
， 信 仰告白と正 典 ，

職制 の 確立 を一切顧慮 しない
， 非神学的運動 に しか すぎず， 到底伝道の エ ネル

ギ ー形成 に は成 り得 なか っ た の で す（醜

　反対に ， も し教 団が
，

い わ ゆ る会議制の 名の もとに行 な わ れ る
， 妥協の 産物

と して の 厂教団の 神学」， 職制形成 に とどまる な ら
， 伝道の 実践 は ます ます困

難 に なる で しょ う。

3． 伝道の 実践 と教会形成

　伝道の 力は
， 礼拝に お ける主 の 現 臨に よ っ て 与 え られ ます 。 こ の 主が ，

わ た

した ちを伝道 に 派遣 し給い ます。
こ の 主が ， 父 ・子 ・聖霊 なる神の 本質の 経綸

の 場 へ の 啓示 その もの で あ り， 御言葉 の 説教 と聖礼典 の 正 しい 執 行 に よ っ て証

言 され ます 。
こ れ に 加 えて

， 信仰告白もまた
， 単なる 「教会政治」にお ける

一

致の 旗印で は な くて
，

三 位一
体の 神 を讃美頌栄す る言葉で す 。 信仰告白は

， 古

代信 条以 来 の 頌栄 的特 質 を保 っ た まま ， 拘束性 を持 ち ます 。 伝道 の 実践 に は
，

信仰告白の こ の よ うな理解が不可 欠で す。 礼拝が
，

三位
一
体の 神へ の 頌栄性で

満 ち る と き ，
コ リ ン トへ の 信徒 へ の 手紙 （1 ）14章 24節 以下 に 記 され た こ と

が ， 現 実の 出来事に な ります 。

　 これ もわた し 自身の 経験で すが ， 開拓伝道 に携 わ っ て
， しば ら くす る と教 団

や 教派の 相違する教 会出 身の 方々 が 礼拝 に 来 られ る よ うに な りま した 。 プ リマ

ス ・ブ レ ザ レ ン
， 組 合教 会 ， 保守バ プテ ス ト， ナ ザ レ ン教団 ， 改 革長 老教 会 ，

福 音派 ，

… …
。 す ぐに わ か っ た こ とは

， 礼拝 の 姿勢が 信徒 そ れ ぞれ で 異な る こ
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とで した
。 出来 E が っ た教 会 で は な く， 伝道 を 開始 して 間 もな い 伝 道所 で は

，

三位
．…

体の 神へ の 讃美 ， 頌栄 とい う礼拝の 姿勢 を出席者に体得 して もらい
，

一

致 した 礼拝の 姿勢 を形成す る こ とが急務 とな りました 。 その よ うな と きに
， 使

徒信条や ニ カ イ ア信条の 頌栄的特質 を牧師自らが示 して
， 司式 と説教 ， 聖礼典

の 執行 に あ た る こ とが 何 よ り大切 で あ る との 認識 を新た に し ま した 。 説教 も ，

聖 書 とい う文字 の 訓古註釈学 で は な く
，

聖霊 の 働 きに よ っ て
， 文字 を通 して ，

復活の 主の 現 臨を証示する こ とで ある と確信 し ， 礼拝の 祈 り， 説教等の 言葉の

選択 や所作 ま で 含め て ， 意識的 に 整える努力 を し ま した 。 偉大 な小 ア ジ ア の伝

道 者大バ シ レ イ オ ス が 聖 霊 に つ い て の 最 も重要 な聖 句 と して 「
“

霊
”

は 一
切 の

こ とを
， 神の 深 み さ え も究め ます。 人の 内にある霊 以外に 神の こ とを知る者は

い ませ ん 。 わ た した ちは 世の 霊 で は な く， 神か らの 霊 を受け ま した 。 そ れで わ

た した ち は
， 神か ら恵み と して 与え られ た もの を知る よ うに な っ た の で す 。 そ

して ， わ た した ちが こ れ に つ い て 語る の も ， 人の 知恵に 教え られ た 言葉に よる

の で は な く，

“

霊
”

に教 え られ た言葉 に よ っ て い ます 。 つ ま り， 霊 的な もの に

よ っ て 霊 的な こ とを説 明す るの で す」（1 コ リ ン ト 2 ：10b〜13） を引用 し ま し

たが 鰍 まさ に 霊 に 教え られ た 言葉に よる伝道が
，

わた した ちの 伝道を形 成す

る こ とを知 りました 。
二 年， 三 年 た っ て

，
さ ま ざま な教会 か ら来 た 人 々 の礼 拝

の 姿勢が
一
致 して きた とこ ろで

， 教 会の 教理教 育や 長老会 の 育成 等に力を注い

で
， 信仰 と職制が た だ制度的に 合致す る の で は な く， 頌栄性 に お い て も一

致す

る よ うに 努力 し ま した 。 もちろ ん ， 目に 見 え る教 会 は
， 理想 の 教 会で は あ りま

せ ん 。 常 に ， 御言葉に よ っ て 改革され つ つ
， 教会 の 形 成が行 なわ れる必要が あ

ります 。

　こ の 場 合 ， 日本 の よ うな 「新 しい 」 伝 道地 で は
， 伝道 の 実践 と教会 形成 は

，

同時平行 的 に 行 な わ れ る必 要 が あ ります 。 教 会の 形成が 十分で きた か ら
，

い ざ

伝道 へ とい うの で は 遅 い の で す 。 各個教 会は
， 三 位

一
体 の 主 の ご 命令 に 押 し出

され て
， 寝 て も覚 め て も伝道 とい う位の 熱意 と信仰 が 必 要で し ょ う。 そ の ため

に は
， 祈祷会の 日 と主 日礼拝 の 日だ け を伝道 に 用い る の で は な く

，
そ れ 以外 の

日々 も伝 道 の 臨戦 体制 に 入 るべ きで す 。 そ して ， 日本 基 督 教 団 1700 の 諸教 会
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が ， 新 しい 伝道所 を こ の 十年の 問 に
一

つ ずつ 生 み 出すこ とが で きた な ら
， 伝道

は 倍増 し ます。

　 しか し ，
こ こ で 忘 れ て な らない こ とは

， 伝道は
，

わ た した ちの 決断や 熱意で

は な い とい うこ とで す 。 御 自身の 内 に ，
三 位一 体 の 交 わ りを持 っ て お られ る

，

神 ご 自身の 救 い の 決意が ，
わ た した ち の 教会 と教 団の 伝道 を生 み 出 すの で す 。

カル ヴ ァ ン が ， もっ とも頻繁に 引用 した聖 書箇所の
一 つ は

，
コ リ ン トの 信徒 へ

の 手紙 （1）1 章30〜31節で した 。 「神 に よ っ て あなたがた は キ リス ト ・イエ

ス に結ばれ て
，

こ の キ リス トは
，

わ た した ちに と っ て 神の 知恵 とな り， 義 と聖

と贖 い とな られ た の で す 。 『誇 る者は 主 を誇れ 』 と書い てあ る とお りに なる た

め で す」。 伝道 に進展 に よ っ て
，

わ た した ちは 自分 自身の 誇 りを増 すの で は な

く，
わ た した ち に と っ て の 真の 知恵 で あ る 主 イ エ ス ・キ リ ス トを誇 る の で す。

そ して ，
わ た した ちの 伝道は

， 歴 史と世 の 終 りまで
， すなわち神の こ支配の 完

全 な実現 に至 る まで
，

継 続 され る こ とに な りま しょ う。

　そ の 意味で
， 伝道は こ の 地上 で は完成 を見 る こ との ない 終末論 的営み で あ り

ます 。 しか し
， 伝道の 終末論的性格の 自覚を深め る な らば ， 同 じ救い の 物語 を

共有 し ， 愛 と奉仕の わ ざに生 きる教 会 と教団 い う共同体形成が 重要な課題 とな

る こ とも事実で あ りま し ょ う。

4． 新 しい 共同体の形成

　い わ ゆ る リベ ラ リズ ム に対 して
，

ハ ワ ー ワ ス な どの 共同体論者が ， 共 同体 と

して の 教 会の 形成 を主張 して きま した 。 リベ ラ リス トは ，

一
種の 普遍論者 で あ

り， 共同体の 信仰や 価値や物語の 共有 に さ した る意義 を認め ませ ん
。

こ れ に対

して ， 共 同体論者は
， 共同体の 伝道や慣習 ， さらには道徳 的諸原則 よ りも美徳

に大 きな価値 を置 くこ とに よ っ て ， そ こ か ら現代社 会の 直面す る倫理 的課題 を

解決 しよ うと します 。

　エ デ ィ ン バ ラ大学 の 組織神学教授 デ ヴ ィ ッ ド ・フ ァ
ー ガ ソ ン は

， 『共 同体 の

キ リス ト教 的基礎』
q2 ）

の 中で ， 現 代の キ リス ト教倫理 の 諸問題 と争点 を整理 し

なが ら
，

イ エ ス ・キ リス トにお ける 啓示 に キ リス ト教倫理 を位置付け るバ ル ト
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的立場 を取 りつ つ
， 共同体論 と リベ ラ リズ ム を ともに 排除す る こ とな く，

キ リ

ス ト教倫理を共同体論的に 基礎付け る試み を展 開 して い ます 。 フ ァ
ー ガ ソ ン の

ア プ ロ
ー

チ は
， ア メ リカの 自由教会の 伝統 を受 け継ぐとともに 古代 か ら宗教改

革主流 の 神学的伝統に連な るわ た した ちの 教会 が
，
21世紀 に どの よ うに教会の

形成 を行 ない
，

また伝道の 神学 を構築 して い くか に大 きな示唆 を与えて くれ ま

す 。

　 わ た しは
，

こ の よ うな現代 の キ リス ト教神学や倫理学の 潮流 を意識する な ら ，

教 団 もまた
， 教会 と して の 共 同性 を 回復 して い く必 要が あ る と感 じて い ます 。

こ の 共 同体性 は ，教 団が 先 に述べ た 三 つ の レベ ル で の 伝道 へ の 参与の 重要性 を

再認識す る と と もに
，

一
種の ビ ュ

ー
ロ ク ラ シ ー に 取 り込 まれ ない

， 自由な教会

群 形成 とい う方向を教団 自身が
， 積極的に 内包 させ て い くとこ ろ に形成 され ま

す 。 伝道の 実践 と教 会形成 が 同時平行 して 行 なわ れ る 日本 とい う伝 道地 で は
，

さ らに ま た キ リス ト教 の 歴 史的遺 産 に棹差 して
， 教会の 形 成に あた る もの は

，

こ の 点の 自覚 と合意が 不 可 欠 で あ る よ うに思 わ れ ます 。 こ の こ とは
， 教師検定

に あた っ て
， 信仰告白を基準 とす る真の 意味で の 伝道者養成へ とつ な が ります 。

すなわ ち
， 信御告白の 拘束性 を

， 教 理 の 擁護だけで な く， 礼拝の 整頓 や役員会 ，

長老会形 成 に 生 か す こ との で きる 伝 道者 の 養 成 へ と導 くこ と に他 な りませ ん 。

さ らに は
， 信仰告白の 本 質か ら

， 礼 拝が 三位
一

体の 神へ の 頌 栄的行為へ と変え

られ ， 教会を現 臨する復活の 主 を中心 とす るサ ク ラ メ ン タ ル な共 同体 と理解す

る とこ ろ へ 導か れ ます 。

　教 会が サ ク ラ メ ン タ ル な共同体へ と変え られ て い くの は
， 主の 日ご とに捧げ

られ る 各個教 会の 礼拝 に お い て で あ ります 。 サ ク ラ メ ン タル な共 同体 の 形 成 ，

教 会 の 自発 的地域 共同体化 な どで きる とこ ろ か ら
， 伝 道の 新 しい 秩序 づ くりも

行 な われ て よい で し ょ う。 さ らに
， 愛 と奉仕 の わ ざを

， 教団の 伝道 の
一

貫 と し

て 位 置付 ける こ と も求 め られ て い る と言 えます 。 伝道論の み な らず ， 伝道 の 実

践 を通 して
， 新 しい 可 能性 の 模索 が必 要 なの で す 。 今求 め られ て い る の は

，
以

上 の よ うな神学的 な基 礎 の 上 に伝道 を実践す る 牧師で す 。 伝道 の ス ピ リ ッ トに

生 きる 伝 道者 こ そ ， 教 団 に お ける 伝道 の 主体形 成 に 大 きな貢献 をす る はずで す 。
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伝道 一21世紀の 教団の 使命

そ して
，

こ の ス ピ リッ トを共有す る長老会 ， 役員会の 形 成な らび に
，

こ の ス ピ

リ ッ トが ， 人間の 霊で あ りなが ら
， 聖霊 に よ っ て導かれ る もの となる こ とを祈

る 共同体形 成 こ そ ，
21世紀 の 日本基督 教団の 使命 となる と確信 します 。

（せ きか わ　や すひ ろ〉

〔注〕

（1 ） 本稿 は
，
2002 年 6 月 10 日に 開催 さ れ た第 13回伝道協議会の 主題講演で ある 。

　　当日の 原稿 にい くつ か修正 ，加筆 してある 。

（2 ） パ ン ネン ベ ル ク 『信仰 と現実』（佐々 木勝彦訳 ， 日本基督教団 出版局）

（3 ） ノ ッ クス の 神学に は
，

は じめ か ら伝道の 神学が 内包 され て い る とい う指摘は ，

　　TF ．Torrance，　Scottish　Theology ，
　T ＆ T　Clark

，
　1996

，
　p．2 を参照 。

（4 ） ア タナ シ オス 『セ ラ ピオ ン へ の 手紙亅 （デ ィ デ ュ モ ス ・ア タナシ オス 『聖霊論』

　　（小高毅訳 ， 創文社所収），
バ シ レ イオス 『聖霊論』（『聖大バ シ レ イ オス の 聖霊論』

　　山村敬訳 ， 南窓社所収）参照 。

（5 ） ベ ー ダ 『イ ギ リス 教会史』 （長友栄三 郎訳 ， 創文社）， 133頁

（6 ） キ プ リア ヌ ス 『カ トリ ッ ク教会の
一致に つ い て 』（『中世思想原典集成 4 一 初

　　期 ラテ ン教 父』吉 田聖訳 ， 平凡社）5
，
189頁

（7 ） こ の 点で
， 日本基督教 団の 信仰 告 白は

， 規範的な もの と して 各個教会に よ っ て

　　遍 く了解 されて い る わけで は ない
。 日本基督教団の 本質的な教会的 な脆弱 さは

，

　　信仰 告白 と職制が 切 り離 され て形成 され て きた と こ ろ に あ る 。 日本 基督教 団は
，

　　1942 年の 部制解消後 ， 信条委員 を選 び
， 信仰告 白作 成 を継 続 させ た 。 しか し ，

　　信仰告 白制定を直ちに実現 させ る こ とを困難 と判断 した ため に ， 委員 会は まず信

　　仰問答書作成 を試み て い る 。 1943年第二 回総会へ の 信条委員 会の 報告 （『日本基

　　督教団史資料第 2 巻』資料 12）は
， 当時の 委員会が まず教育的なる 教理 問答 よ

　　 り入 る こ とを申 し合わ せ
， 信仰 問答の 順 序を律法，福音，教会と したこ とがわか

　　る 。 そ こ に は
， 職 制 と信仰告 白の 不可分の 結び つ きを考慮 した形跡 が無 い

。
こ の

　　点 に つ い て は
， 拙 稿 「二 つ の 信仰告 白に学ぶ

一 1890年 の 日本 基督教会信仰 の 告

　　白と1954年日本 基督教団信仰告白」 （全 国連 合長 老会 ，
2003）参照 。

（8 ） ス コ ッ トラ ン ド教会の 法 と実践 に つ い て は
，
Andrew 　Herron

，
　The 　Law　Practice

　　Qf 　the 趾 k
，
　A 　practical　Guide　and 　Cemmentary

，
　Chapter　House

，
1gg5 鯵 照 。

（9 ） こ の 点で も っ と も重 要 な問題 は
，
1890年信仰の 告 白と 日本基 督教団信仰告 白

　　 を重 ん じて い る箇 条 を規 則に入 れ た場合 ， 教 団の 教 憲教規 と何 らかの 矛盾 を含 む
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　　か とい う問 題 で あ る 。 結局，泉高森教会は ， 1890年の 信仰の 告白を内規 に お い

　　て 重 ん じる形 をとらざる をえなか っ た 。 しか し
，

旧教派的 な伝統に立 っ て
， 教会

　　の 形成 と伝道を行な っ て い る教会の 伝道力が ，歴 史的な信仰 告白を重 ん じる と こ

　　ろか ら来て い る こ とを考慮する な ら
，

この 信仰告 白問題 も伝道 と切 り離す こ とが

　　で きな い 事項で あ ろ う。 詳 しくは
， 拙著 『聖霊 と教 会』 （20e2 ， 教 文館 ）巻 末 の

　　泉高森教 会の 規則 参照 。

（10）　伝道圏伝道に つ い て は
， 菊池吉弥 ・木俣敏 丁教会と伝道圏』 Q962）参照 。 こ

　　れ を読 むと ， 伝道 圏伝 道が
，

い か にお そ まつ な伝道理論で あ っ た か が わか る 。 さ

　　ら に ， 『日本基督教団史資料集第 4 巻』資料 5 「伝道 圏伝道」参照 。

（ユ1） 『聖 大バ シ レ イ オ ス の 聖 霊論』 （山村敬訳， 南窓社），
66頁 ，

115頁 ，
119頁 ，

　　135頁。

（12） 原題 は ， 『共同体 ，
リベ ラ リズム

，
キ リス ト教倫 理』Community

，
　Liberalism

，

　 Christian　Ethics
，
　Camnbridge　University　Press

，
ユ998， 関川 訳で 教文館 よ り出版 され

　 　た 。
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